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（百万円未満切捨て）

1. 平成31年3月期第2四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 8,221 5.7 733 14.8 749 15.7 519 18.1

30年3月期第2四半期 7,776 1.8 639 3.8 648 2.8 439 2.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 59.08 ―

30年3月期第2四半期 50.04 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 11,187 7,690 68.7

30年3月期 10,944 7,374 67.4

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 7,690百万円 30年3月期 7,374百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 16.00 ― 20.00 36.00

31年3月期 ― 18.00

31年3月期（予想） ― 18.00 36.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,800 2.3 1,545 2.0 1,555 1.9 1,050 0.5 119.46

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 8,790,000 株 30年3月期 8,790,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 792 株 30年3月期 792 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 8,789,208 株 30年3月期2Q 8,789,237 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意）

業績予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想値と異なる場
合があります。

業績予想に関する注意事項等については、添付書類Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ
さい。

(四半期決算説明会内容の入手方法）

当社は、平成30年11月26日（月）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会の資料については、開催後速やかに当社ウェブサイト
に掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、堅調な企業収益状況を背景に緩やかな回復基調が続きましたが、

一方で、国内の自然災害が経済に与える影響や、米中の貿易摩擦の影響などリスクへの留意が必要な状況となっ

ております。

当社の属する情報サービス産業においても、企業の堅調な設備投資需要を背景に、「働き方改革」実現に向け

たIT活用や、IoT、ビッグデータ、AI（人工知能）等の技術要素の活用などに注目が集まりました。

このような状況の下、当社は主力の金融機関をはじめ製造業や公共向けの各種システム開発等に注力する一方

で、AI活用サービス、RPAアプリケーション、クラウド、データ解析等の分野での高付加価値サービスへの取り組

みを進めました。

この結果、当第２四半期累計期間における経営成績は、主にソフトウェア開発事業が順調に推移し、売上高は

8,221,105千円（前年同四半期比5.7％増）となりました。営業利益は733,611千円（前年同四半期比14.8％増）、

経常利益749,547千円（前年同四半期比15.7％増）、四半期純利益は519,275千円（前年同四半期比18.1％増）と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産9,938,782千円となり、前事業年度末に比べ250,310千円増加いたし

ました。これは主に現金及び預金が491,948千円増加したことによるものであります。固定資産は1,248,932千円

となり、前事業年度末に比べ6,719千円減少いたしました。これは主に投資その他の資産のその他のうち投資有価

証券が19,766千円減少したことによるものであります。この結果、総資産は11,187,715千円となり、前事業年度

末に比べ243,590千円増加いたしました。

（負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債は2,819,168千円となり、前事業年度末に比べ95,225千円減少いたし

ました。これは主に未払法人税等が96,483千円、買掛金が20,553千円それぞれ減少したことによるものでありま

す。固定負債は677,562千円となり、前事業年度末に比べ22,447千円増加いたしました。これは主に退職給付引当

金が35,107千円増加したことによるものであります。この結果、負債合計は3,496,730千円となり、前事業年度末

に比べ72,777千円減少いたしました。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は7,690,984千円となり、前事業年度末に比べ316,368千円増加い

たしました。これは主に利益剰余金が343,490千円増加したことによるものであります。この結果、自己資本比率

は、68.7％（前事業年度末は67.4％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、「平成30年３月期決算短信」で公表いたしました通期の業績予想から変更しており

ません。業績見通し等将来に関しましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありますが、今後開示基準に該当す

る変化が生じた場合には速やかにお知らせいたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,674,989 7,166,938

受取手形及び売掛金 2,826,138 2,530,230

仕掛品 74,390 134,104

その他 114,086 108,521

貸倒引当金 △1,132 △1,012

流動資産合計 9,688,472 9,938,782

固定資産

有形固定資産 117,980 148,689

無形固定資産 30,136 32,897

投資その他の資産

その他 1,133,047 1,092,858

貸倒引当金 △25,512 △25,512

投資その他の資産合計 1,107,535 1,067,345

固定資産合計 1,255,652 1,248,932

資産合計 10,944,124 11,187,715

負債の部

流動負債

買掛金 1,239,778 1,219,224

短期借入金 400,000 400,000

未払法人税等 346,873 250,390

賞与引当金 299,999 293,332

受注損失引当金 ― 2,456

その他 627,743 653,765

流動負債合計 2,914,393 2,819,168

固定負債

退職給付引当金 613,357 648,464

その他 41,757 29,097

固定負債合計 655,114 677,562

負債合計 3,569,508 3,496,730

純資産の部

株主資本

資本金 750,000 750,000

資本剰余金 1,196,550 1,196,550

利益剰余金 5,273,387 5,616,878

自己株式 △315 △315

株主資本合計 7,219,622 7,563,113

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 154,994 127,871

評価・換算差額等合計 154,994 127,871

純資産合計 7,374,616 7,690,984

負債純資産合計 10,944,124 11,187,715
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 7,776,190 8,221,105

売上原価 6,547,514 6,881,783

売上総利益 1,228,675 1,339,322

販売費及び一般管理費 589,450 605,710

営業利益 639,225 733,611

営業外収益

受取利息 74 619

受取配当金 2,700 3,520

保険配当金 5,920 9,721

その他 2,479 4,211

営業外収益合計 11,174 18,073

営業外費用

支払利息 2,268 2,096

その他 21 41

営業外費用合計 2,289 2,137

経常利益 648,109 749,547

税引前四半期純利益 648,109 749,547

法人税、住民税及び事業税 204,114 196,698

法人税等調整額 4,168 33,573

法人税等合計 208,282 230,272

四半期純利益 439,826 519,275
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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